
平
成
二
十
九
年
十
月
十
五
日(

日)

第
六
十
二
回
神
奈
川
県
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
が
、
海
老
名
市
文
化
会
館

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

発
行
日
と
大
会
日
が
同
日
の
た
め

表
彰
者
・
大
会
宣
言
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
次
号
に
て
大
会
の

内
容
を
記
事
に
致
し
ま
す
。

神
奈
川
県
知
事
表
彰
（
敬
称
略
）

○
自
立
支
援
功
労
者

龍り
ゅ
う
ざ
き崎

健た
け

雄お

（
平
塚
市
）

崎さ
き

原は
ら

キ
ミ
子こ

（
厚
木
市
）

県
身
連
会
長
表
彰
（
敬
称
略
）

○
表
彰籾も

み

山や
ま

三み

輪わ

子こ

（
鎌
倉
市
）

太お
お
た田

克か
つ

之ゆ
き

（
茅
ヶ
崎
市
）

渡わ
た

邊な
べ

孝た
か

子こ

（
逗
子
市
）

宇う

都つ

木き　

茂し
げ
る

（
相
模
原
市
）

大お
お

舘だ
て

義よ
し

廣ひ
ろ

（
秦
野
市
）

内う
つ

海み

仲な
か

悟の
り

（
厚
木
市
）

小お

黒ぐ
ろ

　

稔み
の
る
（
厚
木
市
）

高た
か

橋は
し

ミ
ヤ
（
大
和
市
）

佐さ

藤と
う

み
よ
子こ

（
海
老
名
市
）

小こ
ば
や
し林

モ
ト
子こ

（
海
老
名
市
）

萩は
ぎ

野の

き
わ
子こ

（
愛
川
町
）

大お
お

矢や

美み

代よ

子こ

（
愛
川
町
）

原は
ら

　

和か
ず

子こ

（
愛
川
町
）

天あ
ま

野の

　

光み
つ

（
真
鶴
町
）

○
感
謝
状

小こ
ば
や
し林

麗れ
い

子こ

（
海
老
名
市
）

尾お
の
う
え上

良よ
し

雄お

（
中
井
町
）

（前文省略）
一、私たちは、障害者権利条約理念に基づく障
害関連のあらゆる分野が着実に施行され、
障害者の権利の保障が図られるよう、働き
かけていきます。

一、私たちは、障害者や障害関係団体の意見が
十分に反映された差別禁止条例の制定に向
けた取り組みが進められるよう、働きかけ
ていきます。

一、私たちは、障害者の防災対策や避難所にお
ける対応など、災害時の障害者への支援体
制の充実が図られるよう、働きかけていき
ます。

一、私たちは、いつでもどこでも安心して暮ら
せる地域社会を築くために、関係者との連
携を強めながら、自らの力を十分に発揮す
るよう努力します。

大 会 宣 言

第
六
十
三
回

神
奈
川
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

期
日

　

平
成
三
十
年
十
一
月
十
八
日（
日
）

会
場

　

南
足
柄
市
文
化
会
館
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第17回全国障害者スポーツ大会
　「愛

え

顔
がお

つなぐえひめ大会」派遣選手決まる!

【陸上競技】　　　　 【陸上競技】
名　前（ヨ　ミ） 市町村 区 分 名　前（ヨ　ミ） 市町村

多　　美瑛（オオノ　ヨシエ） 鎌　倉 聴 覚 荒木　裕介（アラキ　ユウスケ） 小田原
阿部　博敏（アベ　ヒロトシ） 藤　沢 聴 覚 梅若　　舞（ウメワカ　マイ） 小田原
佐々木啓介（ササキ　ケイスケ） 藤　沢 肢 体 筒浦　優太（ツツウラ　ユウタ） 小田原
甘粕　　明（アマカス　アキラ） 小田原 肢 体 田中　義信（タナカ　ヨシノブ） 秦　野
坂田　慎一（サカタ　シンイチ） 厚　木 視 覚 粟屋　尚貴（アワヤ　ナオキ） 大　和
笹原　幸英（ササハラ　ユキヒデ） 伊勢原 肢 体 柿本　空斗（カキモト　クウト） 大　和
大竹　　博（オオタケ　ヒロシ） 海老名 肢 体 平野　りほ（ヒラノ　リホ） 大　和
南館　康寛（ミナミダテ　ヤスヒロ） 海老名 肢 体 大野　隆斗（オオノ　リュウト） 伊勢原
中川　英雄（ナカガワ　ヒデオ） 綾　瀬 聴 覚 谷口　辰美（タニグチ　タツヨシ） 伊勢原
久野　陽子（ヒサノ　ヨウコ） 寒　川 視 覚 山口　　遼（ヤマグチ　リョウ） 伊勢原

【水泳競技】 【水泳競技】
伊佐治正幸（イサジ　マサユキ） 藤　沢 聴 覚 佐々木雅広（ササキ　マサヒロ） 鎌　倉
井下　昭二（イノシタ　ショウジ） 秦　野 肢 体 陳　　長豊（チン　チョウホウ） 海老名
金子　弘子（カネコ　ヒロコ） 大　和 肢 体 東亭　　瞳（アヅマテイ　ヒトミ） 湯河原

【卓球・STT】 【卓球・STT】
坂田　　学（サカタ　マナブ） 藤　沢 視 覚 宮内　　良（ミヤウチ　リョウ） 厚　木
小田桐秀成（オダギリ　ヒデシゲ） 小田原 肢 体 小幡　光輝（オバタ　コウキ） 伊勢原
奥村志津子（オクムラ　シヅコ） 海老名 肢 体
山根　英夫（ヤマネ　ヒデオ） 寒　川 視 覚

【フライングディスク】 【フライングディスク】
長谷川　薫（ハセガワ　カオル） 小田原 肢 体 井上　雄輔（イノウエ　ユウスケ） 横須賀
桐生　佳治（キリュウ　ヨシハル） 秦　野 肢 体 石橋　智美（イシバシ　トモミ） 南足柄
飯野　定良（イイノ　サダヨシ） 海老名 視 覚 木戸　郁穂（キド　イクホ） 南足柄
澁谷　貴志（シブヤ　タカシ） 寒　川 肢 体 鈴木　　駿（スズキ　シュン） 開　成

【アーチェリー】 【ボウリング】
和田　雄一（ワダ　ユウイチ） 横須賀 肢 体 納　　勝次（オサメ　カツジ） 藤　沢

落合　祐樹（オチアイ　ユウキ） 藤　沢
大國麻由美（オオクニ　マユミ） 南足柄
伊藤　雅男（イトウ　マサオ） 開　成

【団体競技　知的女子バスケットボール】※＜＞内は市町村名
吉田　美沙（ヨシダ　ミサ）＜横浜＞ 白川原　飛鳥（シラカワハラ　アスカ）＜横浜＞
岸　カイラ（キシ　カイラ）＜平塚＞ 篠田　佳南（シノダ　カナ）＜横浜＞
高木　舞子（タカギ　マイコ）＜茅ヶ崎＞ 中野　友莉（ナカノ　ユリ）＜三浦＞
狩野　愛捺（カノウ　アイナ）＜大和＞ 田中　麗奈（タナカ　レナ）＜横浜＞
牧本友梨江（マキモト　ユリエ）＜横浜＞ 齊藤茉由華（サイトウ　マユカ）＜平塚＞

【陸上競技】 【陸上競技】
名　前（ヨ　ミ） 市町村 区 分 名　前（ヨ　ミ） 市町村

芥川　文男（アクタガワ　フミオ） 相模原 視 覚 田中　秀太（タナカ　シュウタ） 相模原
吉田　栄子（ヨシダ　エイコ） 相模原 肢 体 井上知奈美（イノウエ　チナミ） 相模原
葭岡　博司（ヨシオカ　ヒロシ） 相模原 聴 覚 島田　　輝（シマダ　ヒカル） 相模原

横谷　好彦（ヨコヤ　ヨシヒコ） 相模原
菅野　怜央（スガノ　レオ） 相模原

【水泳競技】 【水泳競技】
鈴木　康彦（スズキ　ヤスヒコ） 相模原 肢 体 佐藤　友愉（サトウ　ユウユ） 相模原

松井　拓也（マツイ　タクヤ） 相模原

【卓球・STT】 【卓球・STT】
石井　　強（イシイ　ツヨシ） 相模原 肢 体 後藤　真人（ゴトウ　マサト） 相模原

【フライングディスク】 【フライングディスク】
葭岡栄美子（ヨシオカ　エミコ） 相模原 聴 覚 石塚　　遼（イシヅカ　リョウ） 相模原
出口　忠則（イデグチ　タダノリ） 相模原 聴 覚

《神奈川県派遣選手》
〇身体障害者競技選手 〇知的障害者競技選手

《相模原市派遣選手》
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ふ
じ
さ
わ

 
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

 

藤
沢
市　

種た
ね
だ田　

多た

か

こ

化
子

今
か
ら
三
十
年
前
、
右
足
の
腓
骨

に
骨
腫
瘍
が
で
き
切
除
手
術
を
受
け

ま
し
た
が
、
再
発
を
繰
り
返
し
て
膝

の
上
を
切
断
し
て
義
足
で
生
活
し
て

い
ま
す
。
十
年
後
、
体
力
の
衰
え
を

感
じ
、
藤
沢
市
の
広
報

「
ふ
じ
さ
わ
」
で
障
が
い
者

の
ス
ポ
ー
ツ
の
場
を
探
し

て
、
卓
球
を
始
め
ま
し
た
。

卓
球
は
う
ま
く
な
い
け
れ

ど
、
体
力
が
回
復
し
、
人

と
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て

元
気
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
障
が
い
者
と
し

て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な

が
ら
障
が
い
者
の
団
体
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

八
年
前
よ
り
藤
沢
市

の
「
健
康
づ

く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の

一
員
と
し
て

「
健
康
」
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
障

が
い
者
と
し
て
健
康
を

考
え
た
時
、
頭
に
浮
ん

だ
の
は
ス
ポ
ー
ツ
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
昨
年

は
「
藤
沢　

障
が
い
者
バ

リ
ア
フ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
」
を
企
画
し
、
自

分
が
取
り
組
ん
で
い
る

ス
ポ
ー
ツ
五
種
目
の
指
導
者
の
方
々

に
協
力
し
て
も
ら
い
、
藤
沢
市
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
課
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
部

の
協
力
を
得
て
、
開
催
し
ま
し
た
。

関
係
者
の
交
流
・
連
携
を
図
る
こ
と

は
で
き
ま
し
た
が
、
一
般
市
民
の
参

加
が
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
し
た
。

今
年
度
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
機

運
も
あ
る
た
め
、
昨
年
の
事
業
を

発
展
さ
せ
て
藤
沢
市
の
事
業
と
し

て
「
ふ
じ
さ
わ
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
す
る
計
画
に
な
り
ま

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
事
業
部
の
イ
ベ
ン

ト
と
コ
ラ
ボ
し
て
各
種
目
の
担
当
者

と
四
月
よ
り
実
行
委
員
会
形
式
で
話

し
合
い
を
重
ね
、
体
験
で
き
る
種
目

も
十
二
種
目
と
増
え
、
九
月
十
七
日

（
日
）
に
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
新
聞
が
発
行
さ
れ
る
頃

に
は
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の

市
民
の
方
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
障

が
い
者
理
解
の
啓
発
が
進
む
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

市町村のページ市町村のページ

中
井
町
身
体
障
が
い
者

 

福
祉
協
会

 

中
井
町　

加か
と
う藤　

充た
か
い
ち一

中
井
町
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

は
、
昭
和
三
十
一
年
四
月
に
設
立
さ

れ
、
今
年
で
六
十
一
年
を
迎
え
ま
す
。

当
協
会
で
は
、
地
域
と
し
て
足
柄

上
郡
の
方
々
と
の
活
動
が
多
く
、
交

流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

中
井
町
は
、
自
然
が
多
く
残
さ
れ

た
里
山
と
し
て
、
環
境
が
抜
群
に
良

い
場
所
で
す
。
ま
た
、
自
然
が
豊
か

な
た
め
、
野
生
の
動
物
が
多
く
生
存

し
て
い
ま
す
。

年
間
行
事
と
し
て
は
、
県
主
催
の

富
士
登
山
を
始
め
、
中
井
町
社
協
主

催
の
落
語
や
音
楽
鑑
賞
に
親
し
む
笑

福
会
、
大
井
町
と
の
交
流
の
伊
豆
方

面
の
日
帰
り
旅
行
、
会
員
交
流
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
上
郡
主
催
の
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
、
社
協
の
賀
詞
交
歓
会
、

社
協
主
催
の
日
帰
り
研
修
会
、
南
足

柄
の
ろ
う
あ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
な

ど
企
画
・
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
抱
え
て
い
る
問
題
点
と
し

て
は
、
会
員
の
減
少
で
す
。
会
員
の

高
齢
化
に
加
え
、
若
い
人
達
が
入
会

し
て
い
た
だ
け
な
い
こ
と
で
す
。
魅

力
の
あ
る
環
境
を
い
か
に
創
り
上
げ

て
い
く
か
が
、
永
遠
の
宿
題
で
す
。

障
が
い
者
同
士
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
合
い
、
仲
間
と
し
て

寄
り
添
い
、
気
持
ち
が
楽
し
く
な
る

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
心
が
け
で
、

日
々
私
は
楽
し
く
社
会
参
加
に
努
め

て
い
ま
す
が
、
障
が
い
者
に
対
す
る

配
慮
に
期
待
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
用
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
に
多
く
の
健
常
者
が
平
然

と
駐
車
し
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ

ま
す
。
私
は
、
電
動
車
椅
子
を
運
転

し
て
旅
行
や
買
い
物
な
ど
に
足
を
運

び
ま
す
が
、
車
を
駐
車
す
る
こ
と
が

出
来
ず
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
海

外
の
方
が
見
た
ら
ど
う
思
わ
れ
る
で

し
ょ
う
か
。

三
年
後
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

一
人
一
人
の
心
遣
い
で
、
色
々
な
世

界
が
広
が
り
ま
す
。
み
ん
な
で
考
え
、

一
歩
踏
み
出
し
取
り
組
ん
で
行
き
ま

し
ょ
う
。

身 障 か な が わ 平成29年10月15日（3）第 140 号



【表敬訪問】

富
士
登
山
報
告

 

県
身
連　

城
じ
ょ
う
じ
ゅ
う

重　

隼は
や
と人

今
年
も
七
月
十
二
日（
水
）
に
身
体

障
害
者
富
士
登
山
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
総
勢
百
二
十
四
名
、
バ
ス

四
台
で
集
合
場
所
の
富
士
山
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
に
向
か
い
ま
し
た
。
全

台
が
到
着
後
開
会
式
を
行
い
、
終
了

後
富
士
山
五
合
目
へ
向
け
て
出
発
し

ま
し
た
。
出
発
時
の
天
気

は
快
晴
で
、
五
合
目
に
近

づ
く
に
つ
れ
、
時
折
山
頂

が
見
え
る
ほ
ど
で
し
た
。

五
合
目
到
着
後
、
登
山

目
標
事
に
集
ま
り
、
そ

ろ
っ
た
班
か
ら
登
山
を
開

始
し
ま
し
た
。
五
合
目
に

到
着
し
た
時
に
は
、
太
陽

の
光
が
照
り
つ
け
て
い
ま

し
た
が
、
出
発
し
て
し
ば

ら
く
た
っ
た
頃
に
は
、
空

は
雲
に
覆
わ
れ
て
、
太
陽

が
見
え
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
麓
の
景

色
は
何
も
見
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
十
二
時
半
を
目
安
に
昼
食
を

取
る
よ
う
に
し
、
七
合
目
登
山
目
標

の
グ
ル
ー
プ
は
六
合
目
と
七
合
目
の

中
間
地
点
で
昼
食
時
間
を
取
り
ま
し

た
。
下
山
す
る
時
に
は
、
登
山
開
始

時
と
比
べ
さ
ら
に
雲
に
覆
わ
れ
ま
し

た
が
、
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
事
が
幸

い
で
し
た
。
十
四
時
に
登
山
終
了
し
、

五
合
目
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前
に
集
合
。

十
四
時
半
に
四
台
全
て
の
バ
ス
が
富

士
山
五
合
目
を
後
に
し
、
全
て
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
終
了
し
ま
し
た
。

例
年
実
施
し
て
き
た
富
士
登
山
で

す
が
、
今
年
度
よ
り
バ
ス
の
借
用
代

が
値
上
が
り
し
、
予
算
の
中
で
行
う

事
が
厳
し
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
参
加
者
に
三
択
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
、
㊀
参
加

費
を
上
げ
て
富
士
山
へ
行
く
。
㊁
参

加
費
を
変
更
せ
ず
違
う
場
所
へ
行
く
。

㊂
実
施
し
な
い
。
参
加
者
の
意
見
は

㊁
が
多
数
で
し
た
。
こ
の
富
士
登
山

に
つ
い
て
来
年
実
施
す
る
か
否
か
は
、

今
年
度
末
に
決
定
す
る
予
定
で
す
。

「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」に
つ
い
て

み
な
さ
ん
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
は
、
身
体
障
害
者
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
に
対
し
「
デ
フ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
は
、
ろ

う
者
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
し
て
、
夏
季
大
会

は
一
九
二
四
年
に
フ
ラ

ン
ス
で
、
冬
季
大
会
は

一
九
四
九
年
に
オ
ー
ス

ト
リ
ア
で
初
め
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

へ
の
参
加
資
格
は
、

補
聴
器
や
人
工
内
耳

の
体
外
パ
ー
ツ
等

（
以
下
「
補
聴
器
等
」

と
い
う
）
を
は
ず
し

事業案内・報告事業案内・報告

第
九
回
神
奈
川
県
障
害
者

 

文
化
・
芸
術
祭

今
年
度
の
文
化
・
芸
術
祭
は
、
十
二

月
九
日
〜
十
日
に
か
け
て
、
伊
勢
原

市
民
文
化
会
館
に
て
開
催
い
た
し
ま

す
。
こ
の
文
化
・
芸
術
祭
は
、
障
害

者
が
地
域
で
活
動
し
て
い
る
音
楽
・

ダ
ン
ス
な
ど
の
発
表
と
書
道
・
写
真
・

絵
画
・
手
芸
な
ど
の
展
示
を
し
て
い
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
活
動
し
て
い
る
障

害
者
の
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す

る
場
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
皆
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
会
場
】

伊
勢
原
市
民
文
化
会
館

　
　

小
ホ
ー
ル
・
展
示
室

 

伊
勢
原
市
田
中
三
四
八
番
地

 

※
入
場
は
無
料
で
す

【
日
時
】

12／9
土
展
示
室

　

十
時
か
ら
十
六
時

　
　
　
　

展
示
室

12／10
日
　

十
時
か
ら
十
五
時

小
ホ
ー
ル

　

十
時
か
ら
十
五
時

出
演
・
出
展
に
関
す
る
問
合
せ
は
、

神
奈
川
県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

《
推
進
セ
ン
タ
ー
事
務
局
》

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
五

－

三
一
一

－

八
七
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
五

－

三
一
六

－

六
八
六
〇

た
状
態
で
、
聴
力
損
失
が
五
十
五
デ

シ
ベ
ル
を
超
え
て
い
る
聴
覚
障
害
者

で
、
各
国
の
ろ
う
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

に
登
録
し
て
い
る
者
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
競
技
会
場
に
入
っ
た
ら

練
習
時
間
か
試
合
時
間
か
は
関
係
な

く
、
補
聴
器
等
を
装
用
す
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
選

手
同
士
が
耳
の
聞
こ
え
な
い
立
場
で

プ
レ
ー
す
る
と
い
う
公
平
性
の
観
点

に
よ
る
も
の
で
す
。

直
近
の
大
会
は
、
今
年
の
七
月

十
八
日
か
ら
三
十
日
に
か
け
て
ト
ル

コ
共
和
国
・
サ
ム
ス
ン
に
お
い
て
「
第

二
十
三
回
夏
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
に
出
場
し
た
県
内
在
住
の
選

手
と
ス
タ
ッ
フ
の
県
知
事
・
教
育
長

表
敬
訪
問
が
、
八
月
二
十
九
日（
火
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、
日
本
選
手
団
は

金
六
個
、
銀
九
個
、
銅

十
二
個
の
計
二
十
七
個
の

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
県
内

在
住
の
選
手
も
一
人
が
金

と
銅
メ
ダ
ル
三
個
ず
つ
、

四
人
が
金
メ
ダ
ル
、
二
人

が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る

と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績

を
収
め
ま
し
た
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
県
民
の
皆

さ
ん
に
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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【ドローン撮影】 【観光マップ】

【ニーノ＆ミーヤ】

「
長
寿
の
里
」
二
宮
町

 
二
宮
町　

相あ
い
は
ら原　

み
ど
り

二
宮
町
は
、
昔
よ
り
「
長
寿
の
里
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
昭
和
初
期
に
自
然
環

境
や
生
活
環
境
な
ど
を
背
景
に
「
住
み

よ
い
町
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
報
道

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

そ
ん
な
二
宮
町
の
紹
介
で
す
が
、
電

車
を
降
り
る
と
「
朧お

ぼ
ろ
づ
き
よ

月
夜
」
の
発
車
メ

ロ
デ
ィ
が
皆
さ
ん
を
お
出
迎
え
し
ま
す
。

そ
の
二
宮
駅
の
北
口
を
出
る
と
目

前
に
吾あ

づ
ま
や
ま

妻
山
（
標
高
百
三
十
六
・
二

メ
ー
ト
ル
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
吾

妻
山
に
は
吾
妻
神
社
が
あ
り
、
古
代
、

日や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
と
弟

お
と
た
ち
ば
な
ひ
め
の
み
こ
と

橘
媛
命
の
深
い
愛
に

ま
つ
わ
る
神
社
と
し
て
言
い
伝
え
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
、
山
頂
付
近
は
、
県
内

外
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
来
園
す
る

公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
頂

上
の
展
望
台
か
ら
は
三
百
六
十
度
パ
ノ

ラ
マ
（
箱
根
や
丹
沢
の
山
々
・
伊
豆
半

島
・
相
模
湾
・
そ
し
て
富
士
山
な
ど
。）

の
絶
景
が
広
が
り
、
特
に
一
月
か
ら
二

月
に
か
け
て
咲
く
「
菜
の
花
」
が
有
名

で
、
他
に
も
四
季
折
々
に
桜
や
コ
ス
モ

ス
な
ど
、
一
年
を
通
し
て
楽
し
め
る
公

園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

吾
妻
山
公
園
の
他
に
も
、
駅
か
ら
歩

い
て
十
分
程
度
の
距
離
に
、
遊
具
を
備

え
た
ラ
デ
ィ
ア
ン
花
の
丘
公
園
や
、
の
ん

び
り
く
つ
ろ
げ
る
果
樹
公
園
、
町
の
北

部
に
は
花
菖
蒲
（
六
月
上
旬
）
や
天
然

の
ホ
タ
ル
（
五
月
下
旬
）
が
自
慢
の
せ
せ

ら
ぎ
公
園
が
あ
り
ま
す
。
公
園
以
外
に

も
、
駅
南
口
前
に
は
戦
争
の
悲
劇
を
忘

れ
ま
い
と
し
て
「
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
像
」

が
建
立
さ
れ
、
ま
た
、
町
内
に
は
洋
画

家
の
二ふ

た
み見
利と

し
と
き節
氏
の
記
念
館
や
徳と

く
と
み富

蘇そ
ほ
う峰
記
念
館
な
ど
と
い
っ
た
文
化
・
歴

史
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
町
で
す
。

こ
こ
の
と
こ
ろ
徐
々
に
知
名
度
も
あ

が
っ
て
き
た
二
宮
町
で
す
が
、
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
ニ
ー
ノ
＆
ミ
ー
ヤ
が
皆
様
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
一
度
遊
び

に
い
ら
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
観
光
マ
ッ
プ
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
ま
た
、
吾
妻
山
山
頂
な
ど
か

ら
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
て
撮
影
し
た
動

画
も
公
開
中
で
す
。
ぜ
ひ
そ
ち
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

春
と
冬
の
四
者
研
修
会

 

海
老
名
市　

飯い
い
の野　

定さ
だ
よ
し良

海
老
名
に
は
「
山
び
こ
の
会
」（
視

覚
部
）
と
誘
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
虹

の
会
」
と
、
音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
矢
ぐ
る
ま
の
会
」
と
、
点
訳
グ
ル
ー

プ
「
み
の
り
の
会
」
が
あ
り
ま
す
。

四
者
で
、
春
は
外
の
研
修
会
が
あ
り
、

一
グ
ル
ー
プ
七
人
〜
八
人
で
四
〜
五

グ
ル
ー
プ
作
り
、
多
い
時
は
、
九
グ

ル
ー
プ
を
作
り
電
車
、
バ
ス
で
移
動

し
て
い
ま
す
。
電
車
で
は
、
小
田
原

の
鈴
廣
か
ま
ぼ
こ
博
物
館
で
ち
く
わ

手
づ
く
り
体
験
を
楽
し
み
、
バ
ス
で

は
海
老
名
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ａ
海
老
名
）
を
見
学
し
、
お

弁
当
な
ど
買
っ
て
近
隣
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
食
事
後
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
は
、
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ

ニ
ス
体
験
で
山
び
こ
の
参
加
人
数
が

五
人
く
ら
い
で
五
グ
ル
ー
プ
で
ダ
ブ

ル
ス
を
時
間
制
三
十
分
交
替
で
体
験

し
て
頂
き
、
他
に
場
所
を
移
し
て
食

事
を
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
ま
し
た
。

冬
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
含
め

て
総
勢
七
十
五
名
の
参
加
者
で
し
た
。

総
合
福
祉
会
館
娯
楽
室
で
午
前
は
、

来
賓
の
あ
い
さ
つ
の
後
に
落
語
（
悪

徳
商
法
）、
楽
器
演
奏
（
プ
サ
ル
タ
）、

時
に
は
手
づ
く
り
楽
器
演
奏
で
楽
し

み
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
親
睦
会
を

兼
ね
て
イ
ン
ト
ロ
ゲ
ー
ム
他
い
ろ
い

ろ
な
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
頃
は
高
齢
化
と
共
に
春
の
四

者
研
修
会
の
参
加
者
人
数
が
減
少
し

て
、
春
の
研
修
会
の
予
定
が
組
め
な

く
な
る
の
が
役
員
の
悩
み
の
タ
ネ
に

な
っ
て
い
る
の
が
今
の
現
状
で
す
。

駅
の
近
く
で
見
学
か
体
験
場
所
を

ご
存
知
の
方
は
、
教
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
各
役
員
で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

さ
ん
ぽ
み
ち

み
ん
な
の
広
場
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希
望
郷
い
わ
て
大
会
に

 

参
加
し
て

 

鎌
倉
市　

多お
お
の　

美よ
し
え瑛

私
は
人
と
話
す
の
が
苦
手
で
す
。

人
の
話
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
ら
な

い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
耳
が

聞
こ
え
な
い
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
、

健
聴
者
と
会
話
を
す
る
こ
と
に
少
し

だ
け
恐
怖
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
陸
上
を
し
て
い
ま
す
。
陸
上

大
会
だ
か
ら
行
っ
て
み
て
は
？
と
、

顧
問
の
先
生
に
言
わ
れ
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
昨
年
初
め
て
出
場
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
神
奈
川
県
代
表
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
岩
手
に
行
く
に

あ
た
り
、
健
聴
者
や
他
の
障
害
者
と

約
一
週
間
も
寝
食
を
共
に
す
る
の
は

初
め
て
で
し
た
の
で
、
と
て
も
不
安

で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
コ
ー
チ
た
ち

が
一
緒
に
話
そ
う
と
簡
単
な
手
話
を

覚
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
部

屋
に
な
っ
た
他
の
障
害
者
と
は
筆
談

や
身
ぶ
り
で
会
話
を
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
耳
が
聞
こ
え
る
聞
こ
え
な
い

に
関
わ
ら
ず
会
話
の
中
に
入
っ
て
話

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
会
六
日

間
を
通
じ
て
様
々
な
人
と
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
て
、
あ
ん
な
に
不
安
が
っ
て

い
た
の
が
嘘
み
た
い
に
と
て
も
楽
し

こ
こ
数
年
、
好
き
な
ジ
ャ
ズ
を
聴
き
に

出
掛
け
て
い
る
。
大
い
に
楽
し
ん
で
い
る
。

ま
た
、
今
年
は
車
椅
子
に
な
っ
て
初
め
て

の
プ
ロ
野
球
観
戦
。
段
差
も
な
く
ス
ロ
ー

プ
も
緩
く
結
構
良
い
席
で
、
そ
の
後
五
回

も
出
掛
け
た
。

「
身
障
か
な
が
わ
」
で
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
障
害
者

が
活
躍
す
る
ス
ポ
ー
ツ
を
見
に
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
三
年
後
に
東
京
で
開
催

さ
れ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
ぜ
ひ
行
き

た
い
。
多
数
の
障
害
者
が
一
緒
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
競
技
施
設
の
整
備
を
進
め
て
ほ

し
い
。

障
害
者
自
ら
が
行
動
し
て
、「
身
障
か
な

が
わ
」
も
含
め
て
情
報
発
信
を
継
続
し
て

い
き
た
い
。

 

編
集
委
員　

遠え
ん
ど
う藤　

伸し
ん
い
ち一

 

（
開
成
町
）

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
は
そ
れ
ら
を
通
じ
て
人
は
十

人
十
色
で
い
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
支
え
合
う
優

し
さ
に
気
付
き
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に

つ
い
て
を
学
び
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
学
べ
ら
れ
る

学
部
の
あ
る
大
学
へ
の
進
学
を
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
選
手
を
続
け
る
と
同

時
に
、
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
の
発

展
を
支
え
る
側

に
も
な
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

＜10月＞
　5日（日）　肢体部役員会（県社会福祉会館）
　8日（日）　全国障害者スポーツ大会神奈川県・相模原市

選手団強化練習会（麻溝公園競技場ほか）
11日（水）　肢体青年部野外活動（横浜にぎわい座）
15日（日）　第62回県福祉大会（海老名市文化会館）
17日（火）　身障かながわ編集委員会（県社会福祉会館）
17日（火）　社会参加推進協議会（県社会福祉会館）
28日（土）　第17回全国障害者スポーツ大会（愛媛県）
～30日（月）

＜11月＞
　3日（金）　茅ヶ崎ふれあいまつり（茅ヶ崎市中央公園）
　5日（日）　肢体部ダーツ大会（藤沢太陽の家）
　5日（日）　視力青年部・スポーツ部共催ハイキング
 （鎌倉方面）
17日（金）　県精神障害者スポーツ大会
 バレーボール競技会（大和スポーツセンター）
19日（日）　視力女性部学習会（厚木シティープラザ）
21日（火）　肢体部研修会（伊豆潮風館）

～22日（水）
26日（日）　視力職業部研修会（平塚）

＜12月＞
　2日（土）　県障害者スポーツサポーター養成講習会
～3日（日）　（けやき体育館）
　3日（日）　肢体青年部クリスマスの集い（海老名市）
　9日（土）　障害者文化・芸術祭（伊勢原市民文化会館）
～10日（日）
20日（水）　県精神障害者スポーツ大会
 ボウリング競技会（湘南とうきゅうボウル）
23日（土）　視力青年部ボウリング大会・交流会（平塚市）

＜1月＞
14日（日）　視力部団体長会議（座間市総合福祉センター）
20日（土）　県障害者スポーツサポーター養成講習会
～21日（日）　（横浜市戸塚スポーツセンター）
26日（金）　肢体女性部　研修会（藤沢市民会館）

※問い合わせ　電話：045 |311 |8736
045 |311 |8744

［推進センター］
FAX：045 |316 |6860

http://kanagawa-kenshinren.or.jp/
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